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新
　
刊
　
紹
　
介
小
山
利
彦
・
河
添
房
江
・
陣
野
英
則
編
『
王
朝
文
学
と
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
』
　
本
書
は
、
王
朝
文
学
を
「
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
の
文
化
の
中
で
捉
え
直
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
と
は
、
隋
唐
や
百
済
・
新
羅
・
高
句
麗
・
渤
海
等
の
半
島
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
西
北
部
、
南
西
部
ま
で
を
も
意
識
し
た
概
念
で
あ
る
。
唐
風
文
化
か
ら
、
遣
唐
使
の
廃
止
で
鎖
国
状
態
と
な
り
、
国
風
文
化
に
推
移
し
た
と
い
う
従
来
の
言
説
に
見
直
し
を
迫
る
十
九
の
論
稿
は
、
読
者
に
多
様
で
新
し
い
世
界
を
提
示
す
る
。
　
渤
海
使
節
は
三
十
四
回
来
朝
し
、
宮
中
の
行
事
に
度
々
列
席
し
た
。
天
皇
は
彼
ら
を
男
踏
歌
や
端
午
の
馬
を
用
い
た
遊
び
、
打た
毬ぎゅう
楽らく
な
ど
で
も
て
な
し
た
。
こ
れ
は
渤
海
と
の
交
流
史
に
お
け
る
皇
権
の
発
揮
で
あ
り
、『
源
氏
物
語
』
で
光
源
氏
が
同
じ
催
し
を
す
る
こ
と
に
、
共
通
す
る
皇
権
の
構
造
が
見
い
だ
せ
る
（
小
山
論
稿
）。
ま
た
、『
竹
取
物
語
』
の
「
火
鼠
の
皮
衣
」
は
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
も
た
ら
さ
れ
た
希
少
な
渡
来
品
と
し
て
唐
の
商
人
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
交
易
の
拡
が
り
を
示
し
て
い
る
（
河
添
論
稿
）。
本
書
に
よ
っ
て
、
読
者
は
王
朝
文
学
の
背
景
に
拡
が
る
広
大
な
地
平
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
に
な
る
。
（
二
〇
一
五
年
十
月　
武
蔵
野
書
院　
Ａ
５
判　
四
六
六
頁　
本
体
一
二
〇
〇
〇
円
）〔
藤
澤
咲
良
〕
山
中
悠
希
著
『
堺
本
枕
草
子
の
研
究
』
　
従
来
、『
枕
草
子
』
を
扱
う
論
考
に
お
い
て
堺
本
に
ま
で
目
を
配
る
も
の
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
堺
本
を
単
に
前
田
家
本
と
同
じ
「
類
纂
形
態
」
の
本
で
あ
る
と
し
て
横
並
び
で
把
握
し
、
同
じ
「
類
纂
」
と
い
う
言
葉
で
把
握
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
、
そ
れ
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
よ
う
な
数
々
の
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
と
い
う
。
そ
こ
で
本
書
で
は
、「
類
纂
本
」
と
い
う
見
方
か
ら
離
れ
て
堺
本
に
対
す
る
認
識
を
根
本
的
に
改
め
、「
再
構
成
本
」
と
い
う
独
自
の
視
点
か
ら
の
検
討
を
試
み
て
い
る
。
　
第
一
部
「
堺
本
の
本
文
と
編
纂
の
方
法
」
で
は
、
主
に
他
系
統
本
と
の
本
文
比
較
に
よ
っ
て
、
堺
本
が
自
立
し
た
作
品
と
し
て
捉
え
る
の
に
十
分
な
要
素
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
堺
本
の
構
成
の
特
徴
と
機
能
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
　
第
二
部
「
堺
本
の
本
文
と
生
成
・
享
受
」
に
お
い
て
は
本
文
の
表
現
面
に
つ
い
て
検
討
し
、
堺
本
の
本
文
が
一
般
的
な
『
枕
草
子
』
理
解
か
ら
は
み
出
す
よ
う
な
性
質
を
帯
び
て
い
る
こ
と
の
確
認
な
ど
か
ら
、
本
書
の
検
討
を
踏
ま
え
た
新
た
な
本
文
分
類
案
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
第
一
部
の
内
容
を
も
ふ
ま
え
、
堺
本
の
生
成
と
享
受
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
非
常
に
意
欲
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
問
的
に
意
義
の
あ
る
論
考
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
（
二
〇
一
六
年
二
月　
武
蔵
野
書
院　
Ａ
５
判　
四
六
九
頁　
本
体
一
二
〇
〇
〇
円
）

〔
小
野
寺
拓
也
〕
陣
野
英
則
著
『
源
氏
物
語
論
─
─
女
房
・
書
か
れ
た
言
葉
・
引
用
─
─
』
　
本
書
は
、『
源
氏
物
語
』
の
語
り
・
言
葉
の
世
界
を
分
析
す
る
書
で
あ
る
。
副
題
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
女
房
」「
書
か
れ
た
言
葉
」「
引
用
」
と
い
う
三
つ
の
観
点
を
主
軸
と
し
な
が
ら
、
各
章
で
論
理
的
な
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
　
ま
ず
、『
源
氏
物
語
』
本
文
の
綿
密
な
分
析
か
ら
テ
ク
ス
ト
に
織
り
込
ま
れ
た
女
房
た
ち
が
物
語
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世
界
の
生
成
と
受
容
に
深
く
関
わ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
女
房
た
ち
の
特
質
は
、
他
の
二
つ
の
テ
ー
マ
の
検
討
に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、本
書
の
分
析
の
基
点
を
な
す
。
　
ま
た
本
書
で
は
、
口
頭
で
語
ら
れ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
『
源
氏
物
語
』
の
叙
述
に
対
し
て
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
手
紙
の
よ
う
な
「
書
か
れ
た
言
葉
」
を
元
に
物
語
の
叙
述
が
引
用
・
共
有
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
的
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
主
人
格
の
女
性
と
共
に
手
紙
を
読
み
代
筆
を
す
る
女
房
に
よ
る
、
物
語
へ
の
積
極
的
な
関
与
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
　
加
え
て
、
物
語
世
界
内
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
見
し
て
「
引
用
」
と
判
断
す
べ
き
か
微
妙
と
さ
れ
て
き
た
テ
ク
ス
ト
を
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
平
安
時
代
中
期
の
和
文
の
世
界
に
お
け
る
よ
り
細
や
か
な
言
葉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
を
追
及
し
て
い
る
。
　
本
書
は
『
源
氏
物
語
』
の
「
語
り
」「
言
葉
」、
そ
し
て
「
創
造
」
を
め
ぐ
る
研
究
に
と
っ
て
、
非
常
に
重
要
な
一
冊
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
（
二
〇
一
六
年
三
月　
勉
誠
出
版　
Ａ
５
判　
四
九
九
頁　
本
体
八
〇
〇
〇
円
）
〔
小
泉　
咲
〕
野
中
哲
照
著
『
保
元
物
語
の
成
立
』
　
野
中
氏
は
、
本
書
が
、『
保
元
物
語
』
が
段
階
的
に
形
成
さ
れ
た
具
体
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
同
時
に
〈
動
態
的
重
層
構
造
〉
と
し
て
の
物
語
観
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
冒
頭
で
明
示
し
た
上
で
論
を
進
め
、
各
論
は
い
ず
れ
も
そ
の
考
え
を
支
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
〈
動
態
的
重
層
構
造
〉
は
、
氏
が
あ
と
が
き
で
「
こ
の
考
え
を
伝
え
残
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
を
支
え
る
根
本
的
な
軸
と
な
っ
て
お
り
、『
保
元
物
語
』
に
留
ま
ら
な
い
考
え
と
し
て
、
提
示
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
　
『
保
元
物
語
』
は
、
保
元
元
年
（
一
一
五
六
）
に
起
き
た
い
く
さ
で
あ
る
保
元
の
乱
の
顛
末
を
書
い
た
軍
記
物
語
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
全
二
十
編
に
わ
た
る
論
を
、
冒
頭
部
・
発
端
部
・
合
戦
部
・
終
息
部
・
後
日
譚
部
・
全
体
に
関
わ
る
論
と
い
う
よ
う
に
収
録
す
る
こ
と
で
、
作
品
に
馴
染
み
が
な
く
て
も
物
語
の
流
れ
を
追
い
や
す
く
し
、
読
み
や
す
さ
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
氏
は
近
年
、『
後
三
年
記
』
に
関
わ
る
著
書
を
刊
行
し
て
い
る
が
、『
保
元
物
語
』
に
関
す
る
論
文
を
氏
が
多
く
発
表
し
て
い
た
の
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
で
は
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
を
書
き
直
し
て
お
り
、
一
つ
の
理
論
が
更
新
さ
れ
て
い
く
様
子
も
辿
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
（
二
〇
一
六
年
二
月　
汲
古
書
院　
Ａ
５
判　
四
三
九
頁　
税
込
一
二
〇
〇
〇
円
）
〔
滝
澤
み
か
〕
田
中
善
信
著
『
元
禄
名
家
句
集
略
注　
池
西
言
水
篇
』
　
本
書
は
、
二
〇
一
四
年
十
二
月
に
新
典
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
元
禄
名
家
句
集
略
注　
伊
藤
信
德
篇
』
に
続
く
、
シ
リ
ー
ズ
の
二
冊
目
で
あ
る
。『
元
禄
名
家
句
集
』（
荻
野
清
編
、
一
九
五
四
年
、
創
元
社
）
の
池
西
言
水
篇
に
収
め
ら
れ
る
全
発
句
に
、
著
者
が
注
釈
を
施
し
た
。
巻
末
に
は
語
彙
索
引
が
付
さ
れ
て
お
り
、用
例
検
索
の
便
宜
も
図
ら
れ
て
い
る
。
　
池
西
言
水
は
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
奈
良
に
生
ま
れ
、
そ
の
後
江
戸
に
出
て
俳
諧
師
と
し
て
成
功
し
た
人
物
で
あ
る
。
多
く
の
撰
集
を
出
版
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
は
あ
る
時
期
の
言
水
が
芭
蕉
や
其
角
と
か
な
り
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
至
っ
て
京
都
に
移
住
し
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
そ
の
地
で
没
し
た
。
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芥
川
龍
之
介
は
、
言
水
の
特
色
を
「
十
七
字
の
内
に
、
万
人
が
知
ら
ぬ
一
種
の
鬼
気
を
盛
り
込
ん
だ
手
際
に
あ
る
」
と
評
し
た
。
た
と
え
ば
「
蚊
柱
の
礎
と
な
る
す
て
子
哉
」
の
よ
う
に
、
言
水
の
句
に
は
グ
ロ
テ
ス
ク
な
も
の
、
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
今
後
、
著
者
と
佐
藤
勝
明
氏
、
玉
城
司
氏
の
分
担
執
筆
に
よ
る
山
口
素
堂
篇
・
小
西
来
山
篇
・
椎
本
才
麿
篇
・
上
島
鬼
貫
篇
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。続
刊
が
待
た
れ
る
。
（
二
〇
一
六
年
三
月　
新
典
社　
Ａ
５
判　
四
〇
二
頁　
本
体
三
六
〇
〇
円
）
〔
藤
冨
史
花
〕
小
財
陽
平
著
『
菅
茶
山
と
そ
の
時
代
』
　
本
書
は
著
者
の
博
士
論
文
で
あ
る
「
近
世
後
期
の
漢
詩
人
研
究
─
菅
茶
山
を
中
心
に
─
」
を
礎
に
書
か
れ
た
、
近
世
後
期
の
代
表
的
漢
詩
人
で
あ
る
菅
茶
山
と
、
同
時
代
の
茶
山
周
辺
の
漢
詩
人
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
本
書
の
核
と
な
る
で
あ
ろ
う
第
一
部
「
菅
茶
山
研
究
」
で
は
、
従
来
日
常
の
暮
ら
し
を
宋
詩
風
の
平
易
な
言
葉
で
詠
む
田
園
詩
人
と
し
て
の
性
格
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
菅
茶
山
に
、
そ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
対
照
的
な
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
茶
山
は
仲
間
と
と
も
に
多
く
の
政
治
批
判
、
時
局
風
刺
の
詩
を
詠
む
社
会
派
詩
人
で
あ
っ
た
し
、
推
敲
に
推
敲
を
重
ね
る
苦
吟
の
人
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
そ
の
優
秀
さ
を
認
め
て
目
を
掛
け
て
き
た
頼
山
陽
が
自
ら
の
元
を
去
っ
て
し
ま
う
際
に
は
、
怒
り
と
皮
肉
を
込
め
た
詩
を
以
て
餞
と
す
る
激
情
の
人
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
顔
を
、
今
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
『
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』
草
稿
や
『
休
否
録
』
等
の
詳
細
な
検
討
に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
　
続
く
第
二
部
「
和
漢
比
較
研
究
」
で
は
、
茶
山
以
外
に
も
三
宅
嘯
山
や
広
瀬
淡
窓
、
北
条
霞
亭
、
松
橋
江
城
と
い
っ
た
他
の
近
世
後
期
漢
詩
人
の
作
品
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
部
「
文
人
趣
味
」
で
は
、
題
画
詩
、
図
賛
と
い
っ
た
当
時
の
文
人
趣
味
に
関
わ
る
論
考
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
菅
茶
山
と
い
う
人
物
の
特
徴
を
、
近
世
後
期
の
文
学
史
、
文
化
史
を
概
観
し
た
上
で
客
観
的
に
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
（
二
〇
一
五
年
十
一
月　
新
典
社　
Ａ
５
判　
四
九
六
頁　
本
体
一
四
二
〇
〇
円
）
〔
松
葉
友
惟
〕
上
野
和
昭
編
『
補
忘
記
貞
享
版
元
禄
版
影
印
な
ら
び
に
声
点
付
漢
字
索
引
』
　
『
補
忘
記
』
は
新
義
真
言
宗
に
お
け
る
論
議
の
参
考
書
で
あ
る
。
仏
教
用
語
を
中
心
と
し
た
語
彙
を
収
集
し
て
イ
ロ
ハ
順
に
配
列
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
声
点
や
節
博
士
を
付
す
。
室
町
期
か
ら
江
戸
初
期
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
　
貞
享
四
年
に
出
版
さ
れ
た
後
、
元
禄
八
年
に
増
補
改
訂
さ
れ
た
。
貞
享
版
は
上
下
二
冊
、
元
禄
版
は
天
巻
・
地
巻
・
人
巻
の
三
冊
か
ら
成
る
。
　
索
引
篇
は
《
語
彙
篇
》（
貞
享
版
の
上
巻
、
元
禄
版
の
天
巻
・
地
巻
）
所
載
の
声
点
付
き
漢
字
を
部
首
に
よ
っ
て
分
類
し
、
そ
の
部
首
と
旁
の
画
数
順
に
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
語
頭
の
漢
字
か
ら
し
か
検
索
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
語
中
の
漢
字
か
ら
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
声
点
や
節
博
士
も
あ
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
呉
音
声
調
や
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
研
究
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
（
二
〇
一
六
年
一
月　
ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会　
Ａ
５
判　
影
印
篇
一
六
九
頁　
索
引
篇
二
六
六
頁　
非
売
品
）
〔
新
田
祥
絵
〕
